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非妊娠豚における偽妊娠期間の違いが泌乳誘起に及ぼす影響
*Takayuki Kasazaki1, Hirokazu Tachino1, Yoshihiro Sakatsume1, Takehito Suzuki2, Michiko Noguchi2 (1.

Central Research Institute for Feed and Livestock of Zen-noh, 2. Azabu Univ)

 
【目的】我々は、偽妊娠豚に持続性エストロジェン製剤(EDP)を投与することにより人為的に泌乳誘起することが

可能であり、得られた乳中には初乳と同等の IgGが含まれることを報告した(Noguchi et al., J Reprod Dev,

2020)。しかし、既報では泌乳誘起率及び泌乳量が低いという課題が残された。本研究では、偽妊娠期間の違い

が、非妊娠豚の泌乳誘起率及び泌乳量に及ぼす影響を検証した。【方法】 EDP 30 mgを Day 10(発情終了日=Day

0)に1回筋肉内投与して偽妊娠を誘起した供試豚(交雑種、5~10産)は、 Day 28、35、42及び49(各区 n=4)にそれ

ぞれ EDP 5 mgを追加投与した。投与後10日目に12h間隔で PGF2α類縁体(PG,クロプロステノールとして

0.175mg)を2回投与し、初回 PG投与後24~72h目まで12h間隔で泌乳状況を確認した。泌乳が認められた個体

は、オキシトシン20IUを筋肉内投与後、用手法により搾乳し乳量を記録した。【結果及び考察】 Day 42区

(25%)を除く全ての試験区で泌乳誘起率は100%であった。本研究における1回当たりの平均搾乳量(42.0±1.8g/回

［平均±標準誤差］)は処置による影響を受けなかった。これらのことから、52日を除く偽妊娠期間38~59日にお

ける泌乳誘起処置は、泌乳誘起率及び泌乳量に明らかな影響を及ぼさないことが示された。


